
平成22年度 特別会計決算平成22年度 特別会計決算

平成22年度一般会計決算

大村市の

会計区分 歳入決算額 歳出決算額

87億4,799万円

431万円

7億3,966万円

49億 314万円

5,221万円

2億2,517万円

86億7,003万円

431万円

7億3,875万円

48億6,713万円

5,221万円

2億2,517万円

一般会計市債残高一般会計市債残高

289億1,585万円
対前年度3,441万円増加（＋0.12%）

平成22年度は市民一人あたり約42万600円のお金が使われました。
目的別に分類すると次のようになります。

歳入総額

（前年度比7.7％増
）395億7,105万円

歳出総額

（前年度比9.4％増
）386億7,100万円

※決算統計の数値を使用しています。

国民健康保険事業特別会計

老人保健事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

歳入

国民健康保険や介護保険への負担

基金への積立金（貯金）

市民税や固定資産税など
借入金

基金（貯金）からの繰入金

手数料収入や使用料収入など

市税収入はH21年度
より減少しています。

約7億円を取り
崩しました。

国や県から交付された
お金（補助金など）

国から交付された自由
に使えるお金

歳出

投資的
経費
14.9％

投資的
経費
14.9％

職員や議員の給料など

生活保護費や児童手当など

借入金の返済道路や施設の建設などに使ったお金

光熱水費や事務用品費、
業務の委託料など

市民や各団体への
補助金など 扶助費は生活保護費

や障害者介護給付費
および子ども手当な
どが大きく増加して
います。

交付税は、H21年度より
約5億円増加しました。

市税
25.7％

自主
財源
46.7％

依存
財源
53.3％

繰入金
1.8％

その他収入
19.2％

交付税
16.1％

譲与税・交付金
3.5％

国県支出金
25.5％

市債
8.2％

義務的
経費
45.1%

その他の
経費
40.0%

人件費
13.5％

扶助費
22.0％

公債費
9.5％

物件費
7.1％

補助費など
10.5％

投出資金・
貸付金
8.3％

繰出金
6.2％

維持補修費
1.9％

積立金
6.1％

□参考 平成23年3月末住民基本台帳人口91,932人。

その他
2,200円
（0.5％）

議会費
3,100円
（0.7％）

市議会運営のために

消防費
8,700円
（2.1％）

火災や救急活動
などのために

農林水産業費
1万500円
（2.5％）

農林水産業の振興と
育成のために

商工費
2万5,900円
（6.2％）

商工業の振興や
消費者保護のために

衛生費
4万7,100円
（11.2％）

ごみの処理や市民の
健康のために

民生費
13万5,300円
（32.2％）

子どもやお年寄り、
身体の不自由な人の
福祉のために

総務費
5万7,600円
（13.7％）

行政運営のために

公債費
4万200円
（9.5％）
市の借入金の
返済に

土木費
4万6,700円
（11.1％）

道路や公園の整備などの
まちづくりのために

教育費
4万3,300円
（10.3％）

学校・公民館などの
整備や教育振興のために

◎市民一人あたりにどのくらいのお金が使われたの？

財政
事情

大村市の

■問い合わせ　財政課（内線281）

大村市財政白書、大村市財政健全化
計画など、大村市の財政に関する資料
は市のホームページをご覧ください。

市では年に2回財政事情を公表しています。
今回は、平成22年度決算の概要と平成23年度予算の
執行状況についてお知らせします。
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大村市財政白書、大村市財政健全化
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大村市の 大村市の

平成23年度一般・特別・企業会計予算の執行状況をお知らせします。

平成23年9月30日現在

平成23年9月30日現在平成23年9月30日現在

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計
老人保健事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
介護保険事業特別会計（保険事業勘定）
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）
簡易水道事業特別会計

会 計 区 分 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額収入率 執行率
374億8,478万円
91億9,179万円

0円
7億4,816万円
49億9,768万円

5,497万円
2億5,079万円

156億 982万円
32億 233万円

0円
2億4,631万円
19億2,217万円

1,283万円
1,401万円

157億9,023万円
38億3,627万円

0円
2億7,167万円
21億  468万円

2,268万円
8,704万円

41.6％
34.8％
－

32.9％
38.5％
23.3％
5.6％

42.1％
41.7％
－

36.3％
42.1％
41.3％
34.7％

財産の状況財産の状況

一般・特別会計一般・特別会計

行政コスト計算書行政コスト計算書貸借対照表貸借対照表

一時借入金残高一時借入金残高

借入限度額 80億円
借入残高 9億6,941万円

施設敷地
245万㎡
196億円

建物
30万㎡
410億円

基金・
積立金
16件
77億円

その他
73億円

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 12億3,850万円

※モーターボート競走の利益から一般会計へ2億円を繰り出すことができま
した。資本的収支の差引不足額は、損益勘定留保資金等で補てんしま
した。
※水道、下水道、工業用水、農業集落排水の資本的収入の不足額は、損
益勘定留保資金などで補填しました。    

平成22年度 企業会計決算

競  

艇

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 133億8,112万円

水
道

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 15億7,826万円

工
業
用
水
道

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 201億9,996万円

下
水
道

571億1,654万円
567億　392万円
4億1,262万円
5,000万円

3億3,915万円
△2億8,915万円

18億5,487万円
17億   451万円
1億5,036万円
2億3,548万円
11億3,587万円
△9億     39万円

2億2,015万円
2億1,009万円
1,006万円
9,220万円

1億  753万円
△1,533万円

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 40億9,857万円

農
業
集
落
排
水

3億9,197万円
3億9,197万円

0万円
4,566万円

2億  778万円
△1億6,212万円

24億3,507万円
23億8,631万円

4,876万円
15億5,069万円
26億6,777万円

△11億1,708万円

　現在の地方公会計制度は、収入や支出といった現金の動きがわかりやすい反面、これまで整備してきた
資産やコストなどの情報が不足していました。市では、それらの情報を補うため、「総務省方式改訂モデル」
を用いて、財務書類４表を作成しました。

●貸借対照表からわかる資産と負債の状況
・市民一人当たりに換算すると、資産は約144万円、負債は約40万円となります。
・道路や学校などの公共資産に対し、これまでの世代が負担した割合は約81％となります。

※ 一般会計だけでなく、特別会計や企業会計、さらに、第三セクターなどを含めた連結財務書類も作成しています。
　詳しくは、市のホームページをご覧ください。

施設・現金・債権など市が所有する財産（資産）と、そ
の財産を形成するための借金残高（負債）、すでに支
払い済の額（純資産）を示したものです。

資金収支計算書資金収支計算書
1年間の市の資金（収入と支出）がどのような内容で
増減しているかを、項目別に示したものです。

資産形成に結びつかない行政サービスに係る費用と
使用料・手数料などの収入を示したものです。

資産 1,322億円

経常行政コスト　282億円   （A）

期首資金残高

当期収支

14億円

△5億円

期末資金残高 9億円

負債 362億円

純資産 960億円

【内訳】
公共資産 1,184億円
（道路・公園・学校など）

投資等 87億円
（基金・出資金・長期延滞債権など）

流動資産 51億円
（現金・預金・市税未収金など）
うち歳計現金 9億円

【内訳】
経常的収支 83億円
公共資産整備収支 △17億円
投資・財務的収支 △71億円

純資産変動計算書純資産変動計算書
貸借対照表の純資産が、１年間でどのように変動し
たかを示したものです。

期首純資産残高

当期変動高

932億円

28億円

期末純資産残高　960億円

【内訳】
純経常行政コスト △270億円
一般財源等 297億円
その他 1億円

（国県補助金・市税など）

経常収益 12億円　（B）

純経常行政コスト　270億円　（A）ー（Ｂ）
（手数料・使用料など）

【内訳】
固定負債　326億円
（地方債・退職手当引当金など）

流動負債　 36億円
（地方債など）

将来の負担
です。

これまでの負担です。

市の資産です。

市税や地方
交付税などで
補っています。

【内訳】
人にかかるコスト 49億円
（人件費・退職手当引当金など）

物にかかるコスト 68億円
（物件費・減価償却費など）

移転支出的なコスト 159億円
（社会保障給付・他会計等への支出など）

その他のコスト 6億円

市税や国県
補助金など
です。

平成23年度 予算の執行状況

平成22年度 大村市の財務書類4表（一般会計）
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大村市の 大村市の

平成23年度一般・特別・企業会計予算の執行状況をお知らせします。

平成23年9月30日現在

平成23年9月30日現在平成23年9月30日現在

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計
老人保健事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
介護保険事業特別会計（保険事業勘定）
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）
簡易水道事業特別会計

会 計 区 分 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額収入率 執行率
374億8,478万円
91億9,179万円

0円
7億4,816万円
49億9,768万円

5,497万円
2億5,079万円

156億 982万円
32億 233万円

0円
2億4,631万円
19億2,217万円

1,283万円
1,401万円

157億9,023万円
38億3,627万円

0円
2億7,167万円
21億  468万円

2,268万円
8,704万円

41.6％
34.8％
－

32.9％
38.5％
23.3％
5.6％

42.1％
41.7％
－

36.3％
42.1％
41.3％
34.7％

財産の状況財産の状況

一般・特別会計一般・特別会計

行政コスト計算書行政コスト計算書貸借対照表貸借対照表

一時借入金残高一時借入金残高

借入限度額 80億円
借入残高 9億6,941万円

施設敷地
245万㎡
196億円

建物
30万㎡
410億円

基金・
積立金
16件
77億円

その他
73億円

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 12億3,850万円

※モーターボート競走の利益から一般会計へ2億円を繰り出すことができま
した。資本的収支の差引不足額は、損益勘定留保資金等で補てんしま
した。
※水道、下水道、工業用水、農業集落排水の資本的収入の不足額は、損
益勘定留保資金などで補填しました。    

平成22年度 企業会計決算

競  

艇

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 133億8,112万円

水
道

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 15億7,826万円

工
業
用
水
道

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 201億9,996万円

下
水
道

571億1,654万円
567億　392万円
4億1,262万円
5,000万円

3億3,915万円
△2億8,915万円

18億5,487万円
17億   451万円
1億5,036万円
2億3,548万円
11億3,587万円
△9億     39万円

2億2,015万円
2億1,009万円
1,006万円
9,220万円

1億  753万円
△1,533万円

区 分 決 算 額
収
益
的

資
本
的

収 入
支 出
差 引
収 入
支 出
差 引

企業債残高 40億9,857万円

農
業
集
落
排
水

3億9,197万円
3億9,197万円

0万円
4,566万円

2億  778万円
△1億6,212万円

24億3,507万円
23億8,631万円

4,876万円
15億5,069万円
26億6,777万円

△11億1,708万円

　現在の地方公会計制度は、収入や支出といった現金の動きがわかりやすい反面、これまで整備してきた
資産やコストなどの情報が不足していました。市では、それらの情報を補うため、「総務省方式改訂モデル」
を用いて、財務書類４表を作成しました。

●貸借対照表からわかる資産と負債の状況
・市民一人当たりに換算すると、資産は約144万円、負債は約40万円となります。
・道路や学校などの公共資産に対し、これまでの世代が負担した割合は約81％となります。

※ 一般会計だけでなく、特別会計や企業会計、さらに、第三セクターなどを含めた連結財務書類も作成しています。
　詳しくは、市のホームページをご覧ください。

施設・現金・債権など市が所有する財産（資産）と、そ
の財産を形成するための借金残高（負債）、すでに支
払い済の額（純資産）を示したものです。

資金収支計算書資金収支計算書
1年間の市の資金（収入と支出）がどのような内容で
増減しているかを、項目別に示したものです。

資産形成に結びつかない行政サービスに係る費用と
使用料・手数料などの収入を示したものです。

資産 1,322億円

経常行政コスト　282億円   （A）

期首資金残高

当期収支

14億円

△5億円

期末資金残高 9億円

負債 362億円

純資産 960億円

【内訳】
公共資産 1,184億円
（道路・公園・学校など）

投資等 87億円
（基金・出資金・長期延滞債権など）

流動資産 51億円
（現金・預金・市税未収金など）
うち歳計現金 9億円

【内訳】
経常的収支 83億円
公共資産整備収支 △17億円
投資・財務的収支 △71億円

純資産変動計算書純資産変動計算書
貸借対照表の純資産が、１年間でどのように変動し
たかを示したものです。

期首純資産残高

当期変動高

932億円

28億円

期末純資産残高　960億円

【内訳】
純経常行政コスト △270億円
一般財源等 297億円
その他 1億円

（国県補助金・市税など）

経常収益 12億円　（B）

純経常行政コスト　270億円　（A）ー（Ｂ）
（手数料・使用料など）

【内訳】
固定負債　326億円
（地方債・退職手当引当金など）

流動負債　 36億円
（地方債など）

将来の負担
です。

これまでの負担です。

市の資産です。

市税や地方
交付税などで
補っています。

【内訳】
人にかかるコスト 49億円
（人件費・退職手当引当金など）

物にかかるコスト 68億円
（物件費・減価償却費など）

移転支出的なコスト 159億円
（社会保障給付・他会計等への支出など）

その他のコスト 6億円

市税や国県
補助金など
です。

平成23年度 予算の執行状況

平成22年度 大村市の財務書類4表（一般会計）
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大村市の

企業会計企業会計
（平成23年9月30日現在）

区 分 予 算 額

収
益
的

資
本
的

収入
支出
差引
収入
支出
差引

614億3,521万円
610億2,100万円
4億1,421万円

1万円
3億7,992万円
△3億7,991万円

執 行 額
266億1,153万円
270億7,548万円
△4億6,395万円

0円
1億6,464万円
△1億6,464万円

43.3％
44.4％

0％
43.3％

執行率
◎収益的収支・資本的収支の執行状況 ◎企業債の状況

◎収益的収支・資本的収支の執行状況 ◎企業債の状況

◎収益的収支・資本的収支の執行状況 ◎企業債の状況

◎収益的収支・資本的収支の執行状況 ◎企業債の状況

◎収益的収支・資本的収支の執行状況 ◎企業債の状況

◆未償還残高
11億9,395万円

競  

艇

区 分 予 算 額

収
益
的

資
本
的

収入
支出
差引
収入
支出
差引

19億    40万円
18億  855万円

9,185万円
6億2,404万円
15億9,529万円
△9億7,125万円

執 行 額
　　　　　　　　　　　　9億1,148万円

4億1,616万円
4億9,532万円
4億4,092万円
8億3,847万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△3億9,755万円

48.0％
23.0％

70.7％
52.6％

執行率

◆未償還残高
133億4,537万円

水  

道
財務省

79億7,454万円
（59.8％）

地方公共団体金融機構
48億8,717万円
（36.6％）

市中銀行等
4億8,366万円
（3.6％）

財務省
5億1,846万円
（33.8％）

地方公共団体金融機構
9億5,331万円
（62.1％）

市中銀行
6,365万円
（4.1％）

財務省
26億8,481万円
（67.2％）

地方公共団体金融機構
12億5,983万円
（31.5％）

市中銀行
5,162万円
（1.3％）

財務省
42億7,897万円
（22.0％）かんぽ生命保険

63億2,750万円
（32.6％）

地方公共団体金融機構
65億9,318万円
（34.0％）

市中銀行等
22億1,313万円
（11.4％）

区 分 予 算 額

収
益
的

資
本
的

収入
支出
差引
収入
支出
差引

2億2,896万円
2億3,743万円
△847万円

1億5,179万円
1億6,061万円
△882万円

執 行 額
9,996万円
5,363万円
4,633万円

0円
4,647万円
△4,647万円

43.7％
22.6％

0％
28.9％

執行率

◆未償還残高
15億3,542万円

工
業
用
水
道

区 分 予 算 額

収
益
的

資
本
的

収入
支出
差引
収入
支出
差引

25億7,546万円
24億8,962万円

8,584万円
16億9,959万円
28億4,037万円
△11億4,078万円

執 行 額
15億1,533万円
5億3,773万円
9億7,760万円
3億3,036万円
9億5,054万円
△6億2,018万円

58.8％
21.6％

19.4％
33.5％

執行率

◆未償還残高
194億1,278万円

下
水
道

区 分 予 算 額

収
益
的

資
本
的

収入
支出
差引
収入
支出
差引

4億  610万円
4億  888万円
△278万円
7,280万円

2億3,913万円
△1億6,633万円

執 行 額
3億5,900万円
1億  879万円
2億5,021万円
4,558万円

1億 240万円
△5,682万円

88.4％
26.6％

62.6％
42.8％

執行率

◆未償還残高
39億9,626万円

農
業
集
落

排
水

OMURA CITY information
OMURA  CITY
INFORMATION

10/26
県
立
図
書
館
誘
致
に

向
け
要
望
書
を
提
出

　
　

立
図
書
館
の
大
村
市
へ
の

　
　

新
設
・
移
転
に
つ
い
て
、市

や
市
議
会
、長
崎
県
立
図
書
館

を
大
村
市
に
誘
致
す
る
期
成

会
、大
村
商
工
会
議
所
、地
元
県

議
が
県
庁
を
訪
れ
、中
村
県
知

事
を
は
じ
め
、県
議
会
議
長
、県

教
育
長
に
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
で
は
、交
通
ア
ク
セ
ス

の
利
便
性
と
県
内
図
書
館
へ
の

効
率
的
な
支
援
、市
民
の
熱
意

が
強
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
、建
設

候
補
地
を
大
村
駅
に
近
い
大
村

警
察
署
跡
地
周
辺
を
優
先
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

中
村
知
事
は「
場
所
を
含
め
、

方
針
や
方
向
性
を
で
き
る
だ
け
早

く
出
し
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

県

10/28～30

大
村
の
魅
力
を

福
岡
市
で
ア
ピ
ー
ル

　
　

岡
市
の
イ
オ
ン
香
椎
浜
店

　
　

の
ご
協
力
に
よ
り
、大
村
物

産
振
興
協
会
主
催
で「
食
べ
て
み

ん
ね
！
長
崎
大
村
う
ま
か
も
ん

市
」と
題
し
て
、大
村
寿
司
や
へ

こ
は
ず
し
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま

な
大
村
の
特
産
品
を
販
売
す
る

物
産
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
試
食
の
提
供
な
ど
で

大
村
の
魅
力
あ
る「
食
」を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

な
か
に
は
、以
前
大
村
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
あ
り
、当
時
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
買
い
求
め
て
い

く
人
な
ど
も
い
て
、物
産
展
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

福

　
　

国
の
農
業
関
連
高
校
の
農

　
　

業
ク
ラ
ブ
員
が
一
堂
に
集
い

「
第
62
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
」が
本
市
を
は
じ
め
、

諫
早
・
島
原
・
平
戸
各
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、農
業
高
校
の
甲

子
園
と
も
い
わ
れ
、農
業
に
関
す

る
研
究
発
表
や
意
見
交
換
、農
業

技
術
競
技
な
ど
を
通
じ
て
、知
識
・

技
術
の
向
上
に
励
む
大
会
で
す
。

　

26
日
に
各
会
場
で
競
技
が
行
わ

れ
、27
日
は
、シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら

に
参
加
者
約
６
千
人
が
集
ま
っ
て

「
大
会
式
典
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
に
さ
だ
ま
さ

し
さ
ん
も
登
場
し
、歌
を
披
露
さ

れ
た
後
、全
国
各
県
の
代
表
者
が

入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

全
10/26～27

農
業
ク
ラ
ブ
の
甲
子
園

を
大
村
市
で
開
催

　

私
は
、県
立
図
書
館
を
県
央
に
位
置
す
る
大
村
市
に
ぜ
ひ
誘
致
し
た
い

と
思
い
、平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
県
に
要
望
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、10
月
26
日
に
、地
元
県
議
や
市
議
会
、長
崎
県
立
図
書
館
を

大
村
市
に
誘
致
す
る
期
成
会
、商
工
会
議
所
と
と
も
に
、県
知
事
・
県
議

会
議
長
・
県
教
育
長
に
対
し
、場
所
は
Ｊ
Ｒ
大
村
駅
に
近
い
大
村
警
察
署
跡

地
周
辺
で
、建
設
方
法
は
市
立
図
書
館
と
合
築
の
提
案
を
盛
り
込
み
、県
立

図
書
館
の
本
市
へ
の
新
設
移
転
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
は
、昭
和
48
年
に
建
設
さ
れ
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。市

民
の
利
便
性
な
ど
を
考
え
る
と
建
替
時
期
に
あ
り
、県
立
・
市
立
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、合
築
に
よ
る
建
設
は
蔵
書
の
充
実
な
ど
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、コ
ス
ト
の
削
減
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、長
崎
市
も
候
補
地
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
が
、何
と
し
て
で
も
本
市

に
決
定
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
、市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

誘
致
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、来
年
10
月
に
は
待
望
の
上
駅
通
り
市
街
地
再
開
発
事
業
が
完

成
し
、14
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、10
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
、そ
し
て
産
直
市
場

が
メ
イ
ン
の
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、平
成
26
年
秋
に
は
本
町
に
あ
っ
た
銀
行
跡
地
に
市
民
交
流
プ

ラ
ザ（
仮
称
）が
完
成
し
ま
す
。演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
小
ホ
ー

ル
、絵
画
な
ど
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
、子
ど
も
た
ち
が
大
型
の
遊
具
を
使
っ
て
遊

ん
だ
り
、絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
１
〜
４
階
に

設
け
ま
す
。ま
た
、５
〜
12
階
に
は
、市
営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。以
前
と

比
べ
人
通
り
が
少
な
く
な
っ
た
こ
の
地
区
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
、大
い
に

活
性
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、大
村
市
は
来
年
、市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。２
月
26
日
㈰

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
、４
月
27
日
㈮
の
記
念
式
典
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
って
来
年
が
良
い
年
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

来
年
も
良
い
年
で

　

あ
り
ま
す
よ
う
に

vol.4

市 長
ムラコ
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